
第 33 期 決算公告 

2025 年 1 月 31 日 
東京都品川区西五反田二丁目 20 番 4 号 

タイムズサービス株式会社 
代表取締役 金子 新吾 

 

（単位：千円）

流動資産 4,318,701 流動負債 4,371,532
現金及び預金 1,059,352 買掛金 147
売掛金 2,512,913 短期借入金 1,300,000
商品 4,075 未払金 1,440,077
貯蔵品 613,319 未払費用 966,697
前払費用 105,810 未払法人税等 43,751
立替金 3,585 前受金 7,294
未収入金 19,644 預り金 36,161

固定資産 840,459 賞与引当金 569,729
有形固定資産 533,517 役員賞与引当金 7,672

建物 443,120 固定負債 4,500
構築物 1,933 長期未払金 4,500
工具、器具及び備品 87,542 負債合計 4,376,032
建設仮勘定 880
その他 41 株主資本 783,128

無形固定資産 215 資本金 50,000
ソフトウェア 215 資本剰余金
電話加入権 0  その他資本剰余金 578,737

投資その他の資産 306,726 利益剰余金 154,390
長期前払費用 2,971  利益準備金 18,500
敷金及び保証金 39,389  その他利益剰余金 135,890
前払年金費用 25,318   繰越利益剰余金 135,890
繰延税金資産 239,047 純資産合計 783,128

資産合計 5,159,160 負債及び純資産合計 5,159,160

純  資  産  の  部

資  産  の  部

 貸  借  対  照  表 
（2024年10月31日現在）

負  債  の  部
科    目 金  額 科    目 金  額

 
 
 
 
 
 



個別注記表 
 
（重要な会計方針に係る事項に関する注記） 

1. 棚卸資産の評価基準及び評価方法 

   （1）商品 

個別法による原価法（貸借対照表価額については収益性の低下に基づく簿価切下げ

の方法） 

   （2）貯蔵品 

主に個別法による原価法（貸借対照表価額については、収益性の低下に基づく簿価

切下げの方法） 

 

2. 固定資産の減価償却の方法 

  （1）有形固定資産 

 定率法および定額法を採用しております。 

  なお、1998 年 4 月 1 日以降に取得した建物（建物附属設備を除く）並びに 2016 年 

 4 月 1 日以降取得の建物附属設備及び構築物については、定額法を採用しております。 

    （2） 無形固定資産 

定額法を採用しております。 

  （3） 長期前払費用 

定額法を採用しております。 

 

3. 引当金の計上基準 

  （1） 賞与引当金 

従業員の賞与の支給に充てるため、支給見込額に基づき計上しております。 

  （2） 役員賞与引当金 

役員の賞与の支給に充てるため、支給見込額に基づき計上しております。 
  （3） 退職給付引当金 

従業員の退職給付に備えるため、当事業年度末における退職給付債務及び年金資産
の見込額に基づき計上しております。なお、年金資産見込額が退職給付債務見込額を
超過しているため、その超過額を投資その他の資産（前払年金費用）に計上しておりま
す。 

退職給付債務の算定にあたり、退職給付見込額を当事業年度末までの期間に帰属さ
せる方法については、給付算定式基準によっております。なお、数理計算上の差異は、
その発生時の従業員の平均残存勤務期間以内の一定の年数（５年）による定額法によ
り按分した額を、それぞれ発生した翌期から費用処理することとしております。また、
過去勤務費用は、発生時に一括して費用処理しております。 



4. 収益及び費用の計上基準 

駐車場の総合管理業務に係る収益は、その駐車場の保守管理等を提供するサービス

であり、当社関係会社との契約に基づいて駐車場総合管理業務を提供する履行義務を

負っております。当該履行義務は、当社関係会社との契約期間におけるサービス提供

を通じて一定期間にわたり履行義務を充足することから、契約期間にわたりサービス

の提供に応じて収益を認識しております。 

 
 
（当期純損益金額） 
       34,148 千円 


